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第４節 健康福祉課 

 

〔統括概要〕 

  

健康福祉課における事務担当は、福祉担当、介護高齢担当（地域包括支援センタ

ーを含む）、健康増進担当（渡良瀬の里を含む）、こども担当（地域子育て支援セ

ンター及び４保育園を含む）で編成されている。 

    福祉担当では、民生委員児童委員に関すること、地域福祉の推進に関すること、

日本赤十字社に関すること。また、身体・知的・精神障がい者手帳の交付をはじめ

障がい者を取り巻く環境や生活上の問題等について、相談支援や各種福祉サービス

の提供等きめ細やかな対応に努めた。戦没者等遺族会等の社会福祉団体の育成指導

に関すること、生活保護等生活困窮者の相談支援を行った。 

介護高齢担当では、本庁の高齢福祉課と連携し、高齢者が安心して暮らせる地域

社会を目指して、各種高齢福祉事業の実施及び介護保険の各種申請受付等業務を実

施。また、第４期藤岡町介護保険事業計画に基づき、地域支援事業の介護予防事業

及び任意事業を実施した。地域包括支援センターでは、地域住民の心身の健康維持

や生活の安定、保健、福祉、医療の向上、虐待防止など様々な課題に対して、地域

における総合的マネジメントを担い、課題解決に向けて、包括的支援事業等に取り

組んできた。 

健康増進担当では、感染症のまんえん防止のため、乳幼児等に対する各種予防接

種を実施した。また、各種がん検診、歯周疾患検診及び骨粗しょう症検診等を実施

し、併せて高齢者の医療の確保に関する法律に基づき衛生部門として、特定健康診

査及び特定保健指導を行った。さらに、母子健康手帳の交付、妊婦一般健康診査、

乳幼児の健康診査、各種教室や子育て相談、発達障がい等の早期発見、早期支援を

目的とした乳幼児発達相談及び小中学校と連携し小児生活習慣病予防健診、健康教

育を実施した。健康づくり事業については、生活習慣病予防の推進のため、栄養や

運動等に関する健康相談・健康教育事業を行い、自殺予防対策事業では、自殺に対

する正しい知識の普及啓発を図るため、こころの健康教室を開催した。渡良瀬の里

では、高齢者をはじめ各世代の人たちが交流を深めるコミュニティの場、健康維持

を図る施設として管理運営に努めた。 

こども担当では、次世代を担う子どもの健やかな育成を応援するため、子ども手

当、赤ちゃん誕生祝い金などの各種申請受付業務を行った。また、幼稚園就園奨励

費補助事業については、幼稚園に就園する園児世帯の経済的負担軽減のため、保育

料等の減免措置に係る補助金の交付事務を行った。放課後児童健全育成事業につい

ては、下校後に保護者が家庭にいないため、保護指導を十分に受けられない児童に

対し、遊びを主とする指導を行った。地域子育て支援センターについては、親同士

や保育士との交流から、育児に関する情報交換、ストレスや不安を取り除く場とし

て、明るく楽しい子育ての支援に努めた。保育所については、保護者の就労形態や

就労時間の多様化に伴い、一時保育事業の特別保育を実施し、児童の福祉の向上を

図った。 



 

480 

 

 福祉担当 

 

１ 民生委員児童委員関係 

  民生委員児童委員４３人により、関係機関と連携協力のもと各種調査相談等を行い、

そのうち主任児童委員３人は、特に児童福祉に関する活動を専門的に行った。 

 (1) 相談・指導状況                       （単位：件） 

地 域 福祉･在宅 福 祉 家族関係 住 居 保 健･医 療･健 康 仕 事 生活費 年 金･保 険 

181  9 3 33 4 46  2 

非 行･養 護･健 全 育 成 生活環境 その他 計 委 員 1人当 た り件 数

275  21 1,444 2,018 46.9

(2) 調査等状況                         （単位：件） 

調  査 証明事務 
施 設 団体 公 的 

機 関 との 連 絡 

諸 会 合･行 事

へ の 参加  

友 愛 訪問･安否

確 認 のた め の訪 問
計 委 員1人 当 たり 件数  

405  49 1,708 4,439 1,632 8,233  191.5

 

２ 日本赤十字事業 

  人道・博愛の精神を基調として、社会福祉増進のため災害救護を実施した。 

 (1) 日赤募金 

目 標 額 実 績 額 達 成 率 

1,974,800 円 1,930,000 円 97.7 ％

 (2) 災害による救援品配布状況 

区 分 世帯数 人 数 毛 布 布 団 日用品

火 災 1 世帯 1 人 1 枚 1 組 1 個 

 (3) 災害見舞金給付状況 

全焼件数 半焼件数 部分焼 部分損壊 火災死亡 

1 件 － － － － 

 

３ 藤岡福祉センター事業  

  社会福祉協議会に委託(指定管理)し、管理運営を行った。 

  ・所在地 栃木市藤岡町藤岡810 

  ・利用状況                       （単位：人） 

階 
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４  567 89 2 281 149 220 28 1,336 23 

５  207 71 9 225 116 176 36 840 21 

６  323 100 17 196 83 216 38 973 23 
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７  855 86 6 113 86 221 18 1,385 23 

８  678 78 4 271 164 224 7 1,426 26 

９  605 87 5 144 44 186 31 1,102 23 

１０  770 70 13 86 71 127 44 1,181 23 

１１  642 52 6 423 52 182 52 1,409 25 

１２  780 57 17 180 57 181 62 1,334 24 

１  474 53 4 305 74 159 46 1,115 23 

２  375 66 6 222 84 200 54 1,007 23 

３  310 74 14 195 43 120 90 846 26 

合計  6,586 883 103 2,641 1,023 2,212 506 13,954 283 

 

４ 地域活動支援センター事業 

障害者自立支援法に基づき、障がい者及び障がい児に、創造的活動や生産活動の機会

を提供し、社会参加や交流の促進を図るために社会福祉協議会に委託（指定管理）し、

実施した。 

運営状況 

施  設  名 所  在  地 開所日数 通所延べ人員 

藤岡地域活動支援センター  栃木市藤岡町都賀390-13   240 日 2,232 人

 

５  福祉タクシー料金助成事業  

障がい者及び高齢者の社会参加の促進を図るため、「福祉タクシー利用券」に  

より、タクシー料金を助成した。  

区   分  実施状況 (人 ) 

 470 

うち高齢者 (80歳以上 ) 397 

高齢者 (65～ 79歳 ) 14 

障がい者  54  

 

交付者数  

腎臓機能障がい者  5 

 

６ 身体障がい者の現況（身体障がい者手帳交付状況） 

障 が い 区 分 手 帳 所 持 者 数 平成２２年度中交付者数

   視 覚 障 が い               32            0

    聴覚・平衡障がい   73              5

    音声・言語・そしゃく障がい                 2            0

    肢体不自由障がい               314           28

    内 部 障 が い             204           33

    複 合 障 が い                23           1

合     計            648      67
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７  知的障がい者 (児）の現況 (療育手帳交付者数）        （単位：人） 

障がい児（18歳未満） 障がい者 
区   分 

男 女 男 女 
合  計 

 重度(Ａ1･Ａ2)    6   4 29 29 68

 中度(  Ｂ1  )    2   1 36   18  57

 軽度(  Ｂ2  )   3   0 8    6 17

  合  計  11  5 73 53 142

 

８  精神障がい者福祉関係  

(1)  精神障がい者の現況 (精神障害者保健福祉手帳交付者数 ) 

区   分 交付者数(人) 比 率(％) 

  １  級       17         26.6  

   ２  級       35         54.7 

   ３  級       12         18.7 

  合 計   64       100.0 

(2)  自立支援医療費（精神通院）受給状況 

   精神科外来を受診する際に自己負担金が軽減される制度で、平成２２年度は 

１２９人が受給した。 

 

９ 身体障がい者（児）の補装具等の交付状況 

 (1) 身体障がい者（児）の補装具交付及び修理            （単位：件） 

身体障がい者 身体障がい児 
区    分 

交付 修理 合計 交付 修理 合計 

義  手 0 0 0 0 0  0 義 

肢 義  足 0 1 1 0 0  0 

下  肢 2 0 2 0 0  0 

靴  型 1 0 1 0 0  0 

体  幹 0 0 0 0 0  0 

装 

具 

上  肢 0 0 0 0 0  0 

座 位 保 持 装 置 0 0 0 0 0  0 

盲 人 安 全 つ え 0 0 0 0 0  0 

義 眼 0 0 0 0 0  0 

１ 0 0 0 0 0  0 

２ 0 0 0 0 0  0 
眼 

鏡 
１ 0 0 0 0 0  0 

高度難聴用ﾎﾟｹｯﾄ型 2 0 2 0 0  0 

高度難聴用耳掛け型 2 1 3 0 5  5 

重度難聴用ﾎﾟｹｯﾄ型 0 2 2 0 0  0 

補 

聴 

器 
重度難聴用耳掛け型 2 9 11 2 2  4 
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普 通 型 2 8 10 1 0  1 
車いす 

そ の 他 0 0 0 0 0  0 

電 動 車 い す 0 0 0 0 0  0 

起 立 保 持 具 0 0 0 0 0  0 

座 位 保 持 い す 0 0 0 0 0  0 

歩 行 器 0 0 0 0 0  0 

歩 行 補 助 つ え 0 0 0 0 0  0 

重度障がい者用意思伝達装置 0 0 0 0 0  0 

特 例 補 装 具 0 0 0 0 0  0 

合    計 11 21 32 3 7  10 

 (2)  身体障がい者（児）の日常生活用具の給付      （単位：件） 

区       分 身体障がい者 身体障がい児 

特 殊 寝 台 1 0 

特 殊 マ ッ ト 0 0 

特 殊 尿 器 0 0 

移 動 用 リ フ ト 0 0 

訓 練 い す 0 0 

入 浴 補 助 用 具 0 0 

体 位 変 換 器 0 0 

便 器 0 0 

Ｔ 字 状 ・ 棒 状 の つ え 0 0 

移 動 ・ 移 乗 支 援 用 具 0 0 

頭 部 保 護 帽 0 0 

特 殊 便 器 0 0 

火 災 警 報 器 0 0 

自 動 消 火 器 0 0 

聴覚障がい者用屋内信号装置 0 0 

透 析 液 加 温 器 0 0 

ネ ブ ラ イ ザ ー 0 0 

電 気 式 た ん 吸 引 器 0 0 

点 字 タ イ プ ラ イ タ ー 0 0 

視 覚 障 が い 者 用 ポ ー タ ブ ル レ コ ー ダ ー 1 0 

視覚障がい者用活字文書読上げ装置 0 0 

視覚障がい者用拡大読書器  1 0 

盲 人 用 時 計 0 0 

盲 人 用 体 温 計 0 0 

盲 人 用 体 重 計 0 0 

点 字 デ ィ ス プ レ イ 0 0 
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聴 覚 障 が い 者 用 通 信 装 置 1 0 

聴 覚 障 が い 者 用 情 報 受 信 装 置 0 0 

人 工 喉 頭 0 0 

携 帯 用 会 話 補 助 装 置 0 0 

情 報 ・ 通 信 支 援 用 具 0 0 

点 字 図 書 0 0 

ス ト マ 用 装 具 24 0 

紙 お む つ 4 2 

収 尿 器 12 0 

居 宅 生 活 動 作 補 助 用 具 0 0 

合             計 44 2 

 

10  身体障がい者の自立支援医療（更生医療）受給状況（単位：件） 

種   別 給付決定者数 

視 覚 障 が い 0  

聴 覚 ・ 平 衡 機 能 障 が い 0  

音声・言語・そしゃく機能障がい 0  

免 疫 機 能 障 が い 3  

肢 体 不 自 由 4  

心 臓 機 能 障 が い 6  

腎 臓 機 能 障 が い 49  

計 62  

 

11 障害者相談支援事業 

  藤岡地域包括支援センターにおいて、障害者の相談支援を行った。 

支援方法 訪問 来所 同行 電話 ﾒｰﾙ 会議 その他 計 

件数（件） 29 11 0 87 0 0 0 127 

 

12 身体障がい者等福祉関係 

・身体障がい者の自立更生について、２人の相談員が相談指導に当たった。 

・第６回栃木県障害者スポーツ大会が９月２６日に栃木県総合運動公園陸上競技場を

主会場として開催され、藤岡地域からは３人の選手が出場した。 

・知的障がい者の自立更生について、２人の相談員が相談指導に当たった。 
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介護高齢担当 

 

１ 高齢者人口・生活態様別統計 

 (1) 高齢者人口                   （毎年４月１日現在） 

         年度 

区分        
H20年度 H21年度 H22年度 

総 人 口(人) 18,110 17,890 17,666 

65歳以上人口(人) 4,538 4,626 4,662 

総人口に対する割合(%) 25.06 25.86 26.39 

 (2) 高齢者生活態様      （毎年４月１日現在 単位：世帯） 

      年度 

 区分 
H20年度 H21年度 H22年度 

65歳以上独居世帯 ― 455 ― 

65歳以上のみ世帯 ― 518 ― 

 

２ 敬老事業 

９月１日において、栃木市に 1 年以上お住まいの方を対象に、年度年齢にて対応。下

記の事業を実施した。 

 区 分 内 容 支給人数(人) 備 考 

８５歳 １万円 １３４

９０歳 ２万円 ５５

９５歳 ３万円 １５

１００歳 １０万円 １

敬老祝金 

１０１歳以上 ５万円 ８

本庁一括予算、旧藤岡町

の経過措置なし。９５歳

以下の配付対応は、民生

委員の協力を得た。 

敬老祝品 ８８歳 バスタオルセット・祝詞 ７５ 単価 2,500 円 

敬老補助金 ７０歳以上 ５００円 ２,７６９
敬老事業を実施した 

19 老人クラブ・11 自治会 

 

３ 老人クラブ育成指導事業 

藤岡町老人クラブ連合会の活動及び単位老人クラブの社会奉仕活動、生きがい活動、

健康づくり活動等の充実のため、指導助成を行った。 

・単位老人クラブ数（藤岡地域）      １９クラブ 

・藤岡町老人クラブ連合会会員数      １，２６１人 

・助成金額  単位老人クラブ助成     本庁一括 

藤岡町老人クラブ連合会   270,270 円 

 

４ 老人スポーツ大会（藤岡町老人クラブ連合会主催、事務局社会福祉協議会藤岡支所） 

個人・団体競技等を行い、会員の健康増進と親睦・交流を図った。また、藤岡地域の
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保育園児とのダンス、各種サークルのダンス等を行い、世代間の交流を行った。 

  ・開催日  平成２２年１１月１２日 

・会 場  栃木市藤岡総合体育館 

 

５ 高齢者配食サービス事業 

調理が困難なひとり暮らし高齢者、障がい者等に対し、居宅に訪問し栄養のバランス

のとれた昼食弁当（１食３００円）を提供することにより、利用者の健康増進を図ると

ともに安否確認も行った。合併により、今年度より開始。 

・宅配個数  １，６２０個（実人員 ３１人） 

・宅配業者  （株）金時給食センター 

         （有）ききょう 

 

６ 老人ホーム等入所措置支援 

合併により、老人ホーム等入所措置については本庁一括となったが、入所前の支援に

ついては支所にて実施。 

・養護老人ホーム入所措置支援   ２件 

・特別養護老人ホーム入所措置支援 ２件 

 

７ 日常生活用具購入費等助成事業 

おおむね６５歳以上のひとり暮らしの高齢者等の日常生活の安全を図るため、日常生

活用具の購入費等助成を行った。 

 

 

８ 緊急通報装置給付・貸与事業 

ひとり暮らしの高齢者及び身体障がい者宅に緊急通報装置を設置し、急病や災害等の

緊急時に備えた。 

設置状況 

既設置台数 ２２年度設置台数 ２２年度撤去台数 計 

１０８台 １２台 １６台 １０４台 

 

 

 

品 目 件 数(件) 

電磁調理器 ０ 

火災警報器 ０ 

自動消火器 ０ 

購入費助成 

小型暖房器具 ９０ 

電動小型吸引機 ０ 

特殊寝台 ０ レンタル料助成 

じょく創予防用具 ０ 
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９ 介護予防・生活支援事業  

障がい者及び高齢者の社会参加の促進を図るため、「福祉タクシー利用券」を交付しタ

クシー料金を助成した。デイサービス・軽度生活援助員派遣事業・在宅高齢者短期入所

事業については、合併により今年度より開始。 

事 業 名 利用者数（人） 延べ回数等 

ホームヘルプ事業 ３ ３１ 月

寝具洗濯乾燥消毒等サービス事業 ４ ５ 回

デイサービス事業 ０ ０ 回

軽度生活援助員派遣事業 １０
住まい営繕等   ３０時間

除草・家事援助 １００時間

在宅高齢者短期入所事業 １ ７  日

 

10  高齢者世帯等家事支援事業 

栃木県緊急雇用創出事業補助による３ヵ年事業の２年目。ホームヘルパーを６ヶ月間

雇用し、虚弱な独居老人等を対象とした、介護保険サービス外の家事援助等を行った。 

内 容 支援数（世帯） 延 数(回) 

家事支援等 ３６ ６６ 

高齢者状況把握 ２５８ ２５８ 

 

11  高齢者生きがいセンター管理運営委託事業   

栃木市藤岡高齢者生きがいセンターの管理を、栃木市シルバー人材センターに委託し

た。 

 

12  介護保険業務各種受理状況 

  支所においては、介護関係各種申請を受付実施した。 

内  容 件数(件) 

要介護認定要支援認定申請 相談・受付・入力 ７９８ 

介護保険被保険者証等再交付申請 受付・発行 ６７ 

介護給付費過誤申立 受付・入力（過年度分のみ） ８９ 

介護保険住所地特例適用届 受付・入力・被保険者証発行 ３ 

転入・転出・転居 資格管理等 ４ 

転送希望届申請 受付・入力 １１ 

居宅サービス計画作成依頼届 受付・入力 ２７８ 

短期入所の 30 日を超える連続利用申請 受付・決定発行 ８ 

短期入所の有効期間の半数超過利用申請 受付・決定発行 ４ 

同居家族がいる場合の生活援助の提供申請 受付・決定発行 ２ 

福祉用具購入費支給申請 受付・入力  ７５ 

住宅改修費支給申請 受付・入力・事前教示 ４１ 
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高額介護サービス費支給申請 受付・入力 ３２ 

負担限度額認定証の交付申請 受付・決定発行 １０３ 

障がい者控除対象者認定申請 受付・決定発行 ７ 

オムツ使用証明申請 受付・発行 ２ 

介護保険事業者事故報告 受付 ０ 

 

13 介護予防事業  

(1)  二次予防事業（介護予防特定高齢者施策） 

ア 二次予防事業対象者（特定高齢者）把握事業  

    生活機能評価実施数(人) 新規二次予防事業対象者把握数(人)

集団健診 ５７１ ４１

個別健診 １６３ ３７

８月通知改正後 ― ２２６

その他 ０ ０

計 ７３４ ３０４

イ 通所型介護予防事業 

      藤岡地域では、二次予防事業対象者（特定高齢者）に対して、運動器機能向上、

栄養 改善、口腔機能向上等すべてを含めた、複合プログラムにて実施、活動的で生

きがいのある生活が維持できるよう支援した。 

６５歳以上 

（年度末） 

二次予防事業対象者数 

（年度末） 
参加実数 開催回数 参加延人数

前年度継続数  ９８人 
４，６７５人 

新規把握数 ３０４人 
２８人 

２クール 

計２４回 
２９８人 

ウ 訪問型介護予防事業 

心身の状況により通所が困難な二次予防事業対象者（特定高齢者）に対して実施

される事業であるが、平成２２年度は該当者なしであった。 

(2) 一次予防事業（介護予防一般高齢者施策） 

ア 介護予防普及啓発事業 

６５歳以上の高齢者を対象に、介護予防に関する知識の普及啓発を行った。 

事 業 名 開催回数(回) 参加者延人数(人) 

転倒予防運動教室 ２３ ４１２ 

健康相談 ２４ ４３６ 

老人クラブ健康教室 口腔機能向上 ４ ４６ 

老人クラブ健康教室 こころの健康づくり ４ １０４ 

口腔機能向上 ６ ７３ 

栄養改善 ６ ７２ 

福祉まつり時普及啓発 １ ― 

計 ６８ １，１４３ 
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イ 地域介護予防活動支援事業 

介護予防に資する地域活動組織の育成及び支援として、藤岡地域内の自主組織「折

鶴会」を支援。事業の企画立案の支援及び活動支援を行った。 

 

14 任意事業 

(1)  介護給付等適正化事業 

本庁にて作成した適正化の通知を、転送・転出・死亡等の確認後郵送を実施した。 

(2)  家族介護継続支援事業 

在宅の要介護認定３・４・５いずれかに認定された者を常時介護している家族の身

体的・精神的・経済的負担の軽減を目的として、介護慰労のための介護手当の支給（月

額 3,000 円）、また、同認定者に対し、紙おむつ購入費の助成（月額 3,500 円）を実施。 

上半期 下半期  

実人員

(人) 

延支給月数

(月) 

実人員

(人) 

延支給月数

(月) 

合 計 

延支給月数(月)

介護手当 １４５ ５８４ １６２ ６３８ １，２２２

紙おむつ購

入費の助成 
１２８ ５２３ １３９ ５５４ １，０７７

(3) 地域自立生活支援事業 

高齢者の外出機会を増やし、生きがいと社会参加を促進するため、在宅の高齢者に、

7,500 円を上限に老人福祉車の購入費の 1/2 を助成。 

・老人福祉車購入費助成件数 ４２件 

 

15 その他の高齢者支援事業 

介護高齢担当を窓口とする高齢者の各種相談に応じた。また、地域ケア会議を開催、

困難事例の処遇検討を行った。 

  実件数(件) 延件数(件) 開催回数(回) 

面接 ３０３ ３１５  

電話相談 １７７  

家庭訪問 ７２ ９７  

連絡調整  ７０  

地域ケア会議   ２回 

 

16 地域包括支援センター   

(1) 地域包括支援センター設置状況 

栃木市藤岡地域包括支援センター  栃木市藤岡町藤岡１０２２－５  

                    藤岡総合支所 健康福祉課内 

(2) 包括的支援事業 

ア 介護予防ケアマネジメント事業 

藤岡地域においては、二次予防事業対象者（特定高齢者）把握、及び、藤岡地域
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の高齢者状況把握のため、健康増進部門で実施される結核検診時に基本チェックリ

ストを実施している。その結果により、生活機能評価の健診勧奨を行った。 

また、二次予防事業対象者を決定し、要介護状態等となることを予防するため、

対象者自らの選択に基づき、介護予防事業等の適切な事業が包括的かつ効果的に実

施されるよう支援した。 

その他、指定介護予防支援事業者として、要支援者を対象とする予防給付のケア

マネジメントを実施することにより、連続的で一貫性のある介護予防ケアマネジメ

ントを行った。 

     結核検診時基本チェックリスト実施状況 

地域包括支援センターによる実施件数 ２，０３８ 件 

二次予防事業対象者（特定高齢者）の決定 

二次予防事業対象者（特定高齢者）の決定数 ３０４ 件 

二次予防事業対象者（特定高齢者）の介護予防サービス計画作成状況 

地域包括支援センターによる作成件数 ２８ 件 

     要支援１・２の介護予防サービス計画作成状況 

地域包括支援センターによる作成件数 １４４ 件 

事業者委託件数 １７０ 件 

合    計 ３１４ 件 

     サービス担当者会議実施状況 

地域包括支援センター主催 

及び 委託事業所実施への参加 
６９ 件 

     住宅改修・福祉用具購入理由書作成状況 

地域包括支援センターによる作成件数 ８ 件 

イ 総合相談支援事業 

高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活が継続していくことができ

るよう、地域関係者とのネットワークを構築するとともに、各種相談を幅広く受け

付けた。 

また、２箇所のブランチに委託し、高齢者状況調査を実施。独居高齢者及び高齢

者世帯の状況を把握し、適宜必要な支援を行った。 （単位：件） 

 実件数 延件数 

面接 ３７ ４５ 

電話相談 ６８８ 地域包括支援センター 

家庭訪問 ５２７ ８９７ 

ブランチ委託 高齢者状況調査 ２０８ ２０８ 
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ウ 権利擁護事業 

高齢者の権利を守るため、市担当部局と連携し、専門的・継続的な支援を行った。 

実施状況 

 件数（件） 

権利擁護（成年後見制度等）に関すること ２

高齢者虐待に関すること ２

合 計 ４

 (4)  包括的継続的ケアマネジメント支援事業 

地域における多職種の連携・協働の体制づくりや個々の介護支援専門員に対する支 

援等を行った。 

 

健康増進担当 

 

１ 予防接種事業【数値は本庁健康増進課で一括計上】 

  小児の感染症予防のため各種の定期及び任意予防接種、高齢者インフルエンザ予防接

種を実施した。 

 (1) 定期予防接種 

   各種の定期予防接種対象者に個人通知を行い接種勧奨した。 

   ポリオ投与は集団接種で行い、他の予防接種は、予防接種協力医療機関において個

別接種で実施した。 

ア 集団接種 

 ポリオ投与(小児マヒ) 

 ・実施回数 ４回 

 ・実施場所 藤岡福祉センター 

  イ 個別接種 

ＢＣＧ 三種混合（百日せき・ジフテリア・破傷風） 麻しん風しん（混合）  

日本脳炎 季節性インフルエンザ 

 (2) 任意予防接種 

ア 子宮頸がん予防ワクチン接種については、２回目まで各中学校において集団接種

を実施した。 

イ 小児肺炎球菌ワクチン、インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）ワクチン、小児インフル

エンザを各予防接種協力医療機関において希望者に実施した。 

 

２ 特定健康診査等 

メタボリックシンドロームに着目した特定健康診査及び特定保健指導を行った。 

(1) 特定健康診査、後期高齢者健康診査及びヤング健診 

   ・実施回数 １７回 

   ・実施場所 藤岡福祉センターほか 

(2) 健診結果説明会 
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実施回数 参加人数 

17回 99人 

(3) 特定保健指導 

区  分 対象者数(人) 保健指導数(人) 指導率(％)

積極的支援 48 34 70.8

動機付け支援 89 67 75.3

合計 137 101 73.7

  

３ 健康診査事業(健康増進法による健診) 

  健康増進法に基づき、健康診査、各種がん検診、肝炎ウィルス検査、骨粗しょう症検

診及び歯周疾患検診（個別検診）等を行った。 

  ・集団健診実施回数 １７回 

  ・集団健診実施場所 藤岡福祉センターほか 

 

４ 結核検診事業 

  結核の早期発見、早期治療を図るため、下都賀郡市医師会病院に委託し、胸部レント

ゲン検査を各会場で行った。 

  ・実施会場数 ４５会場 

  ・受診者数  ２，０３４人 

 

５ 献血事業 

  人命を左右する血液の確保のため、献血事業を行った。 

実施日数 受  付 200ml献血 400ml献血 成分献血 献血者計 不適格者 

2日 36人 2人 17人 12人 31人 5人 

 

６ 健康まつり事業 

  市民の健康意識の高揚を図るため、ふくしまつり及び産業祭に参加し地域における健

康づくりを推進した。 

(1) ふくしまつり 

   ・実施日 平成２２年１０月１７日(日) 

・場 所 藤岡公民館 

・参加者 健康チェックコーナー 66人 

     歯周疾患検査・ブラッシング指導 62人 

     減塩みそ汁試飲コーナー 70人 

(2) 産業祭 

   ・実施日 平成２２年１１月２７日(土) 

   ・場 所 藤岡総合体育館 

・参加者 健康チェックコーナー 64人 

     歯周疾患検査・ブラッシング指導 70人 
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     減塩みそ汁試飲コーナー 120人 

 

７ 母子保健事業 

(1) 母子健康手帳の交付 

   妊娠、出産、育児に関する母子の健康状態を一貫して記録し、健康管理に役立てる

ためのものとして、妊娠の届出をした者等に対して、窓口において母子健康手帳の交

付を行った。その際、妊娠･出産についてのアンケートを実施し、妊婦の状態把握に努

めるとともに、必要に応じて相談対応を行うことにより、安心して出産を迎えられる

よう支援した。 

   ・交付数 ８９人   〈内訳〉妊娠届出 ８４人 

                  双  胎  ０人 

                  紛失 等  ５人 

(2) 妊婦健康診査【数値は本庁健康増進課で一括計上】 

   妊婦の健康診査の一層の徹底と経済的支援を図るため、1人につき14回の受診票を交

付し、妊婦の健康管理の向上を図った。(母子健康手帳交付時に受診券を配布、医療機

関に委託して実施)  

(3) 妊婦歯科健康診査【数値は本庁健康増進課で一括計上】 

   妊婦を対象に口腔衛生の向上を目的とし、市内の歯科医院において歯科検診及び衛

生指導を行った。 

(4) 健康教育 

ア 両親(母親)教室 

    妊婦と夫に対して妊娠、分娩等の知識を提供し、妊婦体操、お産のリハーサル、

おふろの入れ方、夫の妊婦擬似体験などの体験学習を行った。また、先輩ママやパ

パを招き、出産や育児の体験談を聞いたり乳児を身近に見たりすることにより、親

になる自覚を促した。 

    ・実施数  ４回１コース 

    ・参加者  妊婦実数  １５人（延べ ３４人） 

          夫      ８人   祖父母  ０人 

          先輩ママ   ３人   先輩パパ １人 

  イ 子育て教室(すくすく教室) 

    ３～４か月児とその養育者を対象に、よりよい親子関係の育成を目的として、こ

どもの発達に合わせた育児知識の提供や親同士の交流を図った。内容は、離乳食教

室、ベビーマッサージ講習、子育てアドバイス等。 

    ・実施数 ２回１コース（年６コース）  参加者延べ数 １１６組 

  ウ だっこだっこ絵本事業 

    ９か月児とその保護者を対象に、親子のふれあいを促進し豊かな親子関係づくり

とゆとりある育児を支援するため、絵本の読み聞かせと絵本の配布を行った。 

・実施回数 １１回(９か月児健康診査時)  参加者延べ数 ８３組 

 (5) 乳幼児健康診査 

乳幼児の育児支援と疾病の早期発見を目的に、身体発育及び精神発達の状況を確認
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した。また、育児等についての相談・指導や親同士の交流により育児不安の軽減を図

った。１歳６か月児や３歳児においては心理職を配置し、親子関係や発達障がいの相

談にも応じた。 

区  分 
実施回数

(回) 

対象数

(人) 

受診数

(人) 

受診

(％)

要観察

(人)

治療中

(人)

要治療 

(人) 

要精検 

(人) 

乳児健康診査 

(４か月児) 
11 99 99 100.0 6 22 6 3 

乳児健康診査 

(９か月児) 
11 84 83 98.8 9 15 3 5 

１歳６か月児 

健康診査 
  5 85 77 90.6 14 11 4 2 

３歳児 

健康診査 
  6 114 108 94.7 32 10 1 21 

 (6) 新生児・産婦訪問指導 

   新生児期の子育ての悩みや不安及び母親の心身の不安に対して、助言指導すること

を目的に保健師、在宅助産師による訪問指導を行った。 

   ・指導実数 ２件    

・指導延べ数 ２件 

(7) こんにちは赤ちゃん事業 

   生後４か月までの乳児のいる家庭を訪問し、様々な不安や悩みを聞き、子育て支援

に関する情報提供等を行うとともに、親子の心身の状況や養育環境の把握や助言を行

い、支援が必要な家庭に対し適切なサービス提供に結びつけることを目的に保健師、

母子保健推進員が家庭訪問を実施した。 

   ・訪問数 １１３件 

(8) 乳児先天性股関節脱臼検診【数値は本庁健康増進課で一括計上】 

   ３～４か月児を対象に委託医療機関において、股関節脱臼の早期発見、適切な療育

指導を目的に検診を行った。  

(9) 子育て相談（子育てサロン等） 

子育てについて適切な相談、助言を行うことで、育児の不安感の軽減を図り、前向

きに育児ができるよう支援した。個別相談のほか、身体計測、発達チェック及び離乳

食やおやつのとり方についてのグループ指導等を実施した。 

   ・実施回数 １２回   参加者延べ数 ８９組 

(10) ２歳児歯科健診及び育児相談 

   う歯の早期発見と知識の普及を目的に、健診及び歯科衛生士によりブラッシング指

導・フッ素ジェル体験を行った。また、保健師による育児上の保健相談を行った。 

ア ２歳児歯科健診 

・実施回数 ６回 

対象数 受診数 

う歯のある児 
107人  60人(56.1％) 

3人(5.0％) 
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  イ 保健師による２歳児育児相談 

・参加者延べ人数 １０人 

(11) ５歳児発達相談 

３歳児健診までに発見されにくい軽度発達障がい等について診断の有無に関わらず

支援を行うとともに、構音障がいや肥満等への支援を目的に、就学前の年中児を対象

に、市内幼稚園・保育園及び保健福祉センターにおいて発達相談を実施した。 

結 果 内 訳 

受診数 
異常なし 

今回のみ

指導 
要経過観察

2次健診・医

療機関紹介

相談事業・療

育機関紹介 

フォロー

継続中 

119人 75人 5人 21 8人 7人  3人 

(12) 健診事後教室(ちゃいちゃいくらぶ、ぺんぎん教室) 

   幼児健診等で精神・言語発達面に遅れがある幼児や、子育てに不安を持つ保護者の 

中で継続支援が必要な親子を対象に、集団遊びや親同士の交流、個別相談を通して、 

より良い親子関係を築き、幼児の健全な心身の発達が図れるよう支援した。 

【大平･藤岡地域で合同開催：大平会場で実施のため数値は大平総合支所健康福祉課で

一括計上】 

(13) 乳幼児発達相談(二次健診) 

乳幼児健康診査や相談・訪問等の保健指導において発達に問題があると疑われる児

に対し、医師による診察や専門職による相談指導を行い、児の発達の促進と保護者へ

の育児支援を行った。 

【大平･藤岡地域で合同開催：大平会場で実施のため数値は大平総合支所健康福祉課で

一括計上】 

(14) 思春期保健事業 

   命の大切さを知り、自尊感情を高めるため、小中学校の児童生徒とその保護者を対

象に、保健教育を行った。 

対  象 実施回数 参 加 人 数 

授業協力 小 学 校 2回(2校) 68人  

講演会 中 学 校 2回(2校) 
119人 保護者4人 

(小児生活習慣病予防健康教育と同時実施)

(15) 母子保健推進員活動 

   市が委嘱した母子保健推進員は、母子保健の向上のため妊婦や乳幼児等の家庭訪問

及び子育て教室の協力を行った。（推進員数２２人） 

活動内容 妊婦関係 乳幼児関係 その他 計 

件  数 68件 45件 17件 130件 

(16) フッ素塗布事業 

   歯の衛生週間行事の一環として、歯質の強化とう歯予防への意識の高揚を図り、口

腔衛生思想を高めるため、下都賀歯科医師会と１市２町で共催して小学１年生と年長

児に対してフッ素塗布及び歯科医師による歯の健康相談を行った。（年１回） 

・フッ素塗布者数 ９５人(小学１年生 ５６人 年長児 ３９人) 
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(17) 小児生活習慣病予防事業 

小児肥満や小児生活習慣病の実態を把握し、小児生活習慣病予防健診や健康教育を

行った。 

  ア 小児生活習慣病予防健診 

対 象 実施回数 対象者数 受診者数 

小学4年生 4回(4校) 143人 136人 

中学1年生 2回(2校) 120人 100人 

  イ 小児生活習慣病予防健康教育 

対  象 実施回数 参 加 人 数 

中学1年生とその保護者 2回(2校) 119人 保護者4人 

  ウ 学校との情報交換 

事 業 名 対  象 実施回数 

学校保健委員会 学校保健委員 3回（3校） 

職員研修 教職員 1回（1校） 

 

８ 健康増進法等に基づく保健事業 

(1) 健康教育 

   市民の健康づくりを推進するため各種の健康教育を行った。 

教 室 名 
実施回数

(回) 
参加者数

(人) 
内        容 

脱メタボ！健康教室

（栄養教室・運動教室） 
22 293

メタボリックシンドロームの予防や改善の

ための栄養指導及び運動指導を行う。 

歯周疾患病予防教育 2 132
歯の健康やセルフケアの基本方法等につい

て指導を行った。 

その他 3 217
出前講座（生活習慣病予防等）, 

各種団体健康教育等 

(2) 健康相談・栄養相談 

   心身の健康に関する個別の相談に応じ、必要な指導及び助言を行った。 

実施回数 延べ相談者数 内          容 

10回(定期ほか5回含) 12人  保健師・管理栄養士による個別相談 

 (3) 病態別栄養指導 

   医療機関と連携し、高血圧症、糖尿病、腎臓病、脂質異常症及び肝臓病など、より

具体的な栄養指導を行った。 

実施回数 延べ相談者数 内     容 

  6回(定期ほか1回含) 8人  管理栄養士による個別指導 

(4) 食生活改善地区組織活動 

   地域住民を対象に、食育活動や食事バランスガイドの普及、食生活改善のための講

習会などを行った。(食生活改善推進員３７人) 
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・各講習会 ５回    

・参加人数 １０９人 

 

９ 自殺予防対策事業 

自殺者が増加している深刻な現状があることから、地域の自殺の現状を理解すること

や自殺に対する正しい知識の普及啓発を図った。 

 (1) 老人健康教室 

・各地区公民館 ５回   

・参加人数 １２８人 

 (2) 啓発 

各種事業時において、自殺予防相談窓口や自殺予防のための内容を含めたチラシ、

パンフレット及びポケットティシュ等啓発物品を配布した。 

 

10 生涯すこやかふじおか２１プラン推進事業  

  「妊娠出産期・乳幼児期」「学童期」「思春期」「青年期」「壮年期」「高年期｣の６

つのライフステージ毎に、市民が主体的に健康づくりに取り組めるよう関係機関と連携

し健康づくりを推進した。 

主な取り組み 

・乳児健診・離乳食指導等において、保護者の健康づくりの重要性について啓発 

・乳幼児健診（４か月児健診、１歳６か月児健診）において、受動喫煙の害について

啓発 

・親子クッキング教室の開催 

・小児生活習慣病予防事業を実施 

・脱メタボ！健康教室等を開催し、運動の重要性について啓発 

・ふくしまつり、産業祭、体力テスト等のイベントにおいて、禁煙教育を実施 

・ふくしまつり、産業祭において、歯周疾患予防教育を実施 

 

11 地域看護 

  妊産婦、乳幼児、成人宅等を訪問し、健康相談及び生活指導等を行った。 

・保健師訪問指導(延べ人数) ６５８人   

・訪問世帯数 ３５５世帯 

・内訳  ・精神保健 ７０  ・妊産婦   ８４  ・乳幼児  ９８ 

・生活習慣病 ４  ・新生児   １１  ・その他  ３９１ 
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12 渡良瀬の里利用状況 

利用者相互の交流と憩いの場として、福祉及び健康の増進を図り、入浴、カラオケ、

グランドゴルフの利用できる施設として運営しており、利用状況は次のとおりである。 

(1) 利用状況 

回数券利用  区 

 分 

 

月

別 

市内 

（人） 

市外 

（人） 

小学生

以下 

（人）

 

障害者

（人）

市内 

（人）

市外 

（人）

 

 計 

（人） 

 

利用料 

（円） 

開館

日数 

(日）

４  1,474  431   18  172  324  38 2,457 271,900  25 

５  1,362  632   10   160  320  34 2,518 342,900  26 

６  1,329  444    9   193  300  126 2,401 282,100  26 

７  1,464  415   16  245  308  54 2,502 279,900  27 

８  1,296  399   24  180  307  35 2,241 254,400  26 

９  1,309  409    7  214  345  32 2,316 266,700  25 

10  1,493  379   11  215  291  46 2,435 273,100  27 

11  1,229  428   17  149  237  35 2,095 246,400  23 

12  1,425  451   19  136  264  31 2,326 271,800  22 

１  1,447  342   18  178  296  45 2,326 258,800  23 

２  1,618  334   16  192  237  38 2,435 258,500  24 

３    739  178   14   62  123  14 1,130 111,100  10 

計 16,185 4,842   179 2,096  3,352  528 27,182 3,099,600 284 

(2) 開館日数 ２８４日  １日平均利用者数 ９６人 

      年度 

区分 
平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22年度

渡良瀬の里利用者 28,126 人 28,107 人 27,182 人 

(3) イベント状況     

カラオケ大会（８回実施） ５月・７月・９月・１０月・１１月・１２月・１月・２月

歌謡ショー（１２回実施） 毎月１０日 
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こども担当 

 

１ 放課後児童健全育成事業 

  家庭外就労等で保護者が留守のため、下校後に保護指導を充分に受けることができな

い児童を対象に、健全な余暇利用の機会を与え、集団生活を通し社会性を養うことを目

的として、藤岡地域４か所の小学校区内において実施した。 

放課後児童会入会者数                                 (単位:人) 

１学年 ２学年 ３学年以上 計 学年 

児童会名 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

部 屋 ( 部 屋 小 ) 4 3 7 2 1 3 8 11 19 14 15 29

藤 岡 ( 藤 岡 小 ) 1 5 6 3 5 8 6 7 13 10 17 27

赤 麻 （ 赤 麻 小 ） 2 6 8 1 2 3 0 3 3 3 11 14

三 鴨 （ 三 鴨 小 ）  4 1 5 2 0 2 4 8 12 10 9 19

計 11 15 26 8 8 16 18 29 47 37 52 89

 

２ 幼稚園就園奨励費補助金交付事業 

  私立幼稚園に就園する満３歳児、３歳児、４歳児及び５歳児の保護者を対象とした 

 保育料の減免措置に伴う補助金交付事務を行った。 

 (1) 国庫補助事業交付額 

・交付対象人数 ２０５人   

・交付金額 21,700,500円 

(2) 県補助事業交付額 

・交付対象人数 ５人   

・交付金額 550,490円 

(3) 市単独補助幼稚園第三子以降支援特別就園奨励費補助事業交付額 

・交付対象人数 ２２人  

・交付金額 3,438,010円 

(4)  市単独補助幼稚園補助対象外児特別就園奨励費補助事業交付額 

・交付対象人数 ３０人   

・交付金額 180,000円 

 

３ 地域子育て支援センターふじおか 

 (1) 利用者数推移                          (単位：人) 

 年齢 

年度 
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 保護者 合 計

20 年度 91 99 49 84 7 2 2 247 581

21 年度 240 375 133 44 3 1 1 710 1,507

22 年度 263 331 344 102 3 1 2 822 1,868
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(2) 活動状況 

  ア 定例遊び 

・実施日時 毎週火・金曜日 午前 9:30～15:30  

・実施内容 集団親子活動を行い、体操遊び、絵本読み聞かせ等を行うと共に子

育て相談を実施。 

・実施回数 ７５回  

  イ 特別活動【本庁こども課にて実施】         

No 活  動  名 参加人数(人)

１ 親子ヨガと子育てアラカルト ３０

２ クリスマスお楽しみ会 １０

３ 親子エアロビクス ３６

４ ひなまつりコンサート １９

 合計  ４回 ９５

 

４ 子ども手当 

次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを応援するという趣旨のもと、子どもを養育

する保護者へ案内・受付を行った。 

種別 受付件数 

子ども手当 ４４０件

 

５ 赤ちゃん誕生祝い金事業 

赤ちゃんの出産を奨励し、健やかな成長を願い、少子化並びに子育て支援対策に資す

ることを目的に、藤岡町内在住の第３子以降の赤ちゃんの誕生に祝金を交付した。 

事業名 祝い金額 交付件数 交付額 

赤ちゃん誕生祝金 50,000 円 13 件 650,000 円 

 

６ チャイルドシート購入費助成金事業 

子どもを乗車中の事故から保護し、健やかな成長を助長することにより、児童福祉の

増進を図るため、助成申請の受付を行った。 

事業名 助成額 受付件数 

チャイルドシート

購入費助成 

購入額の 1/2 以内の額 

（限度額 10,000 円） 
53 件 
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７ 児童扶養手当・遺児手当 

児童の健全な育成及び福祉の増進を図るため、父母の離婚や死亡などによって片親と

生計を同じくしていない児童、または片親が重度の障害の状態にある児童について児童

扶養手当、父母の一方又は両方が死亡した児童について遺児手当の案内･相談･受付を行

った。 

種別 受付件数(件)

児童扶養手当 ２２

遺児手当 １

 

８ 障がいに関する手当  

福祉の増進を図るため、障害を有する 20 歳未満の児童を養育する保護者に特別児童扶

養手当、重度の障害を有する 20 歳以上の方に特別障害者手当、重度の障害を有する 20

歳未満の児童に障害児福祉手当、重度の障害を有する 20 歳未満の児童の保護者に重度

心身障がい児扶養手当、特定疾患者及び介護者の労苦を見舞うために特定疾患者介護手

当の案内･受付を行った。 

種別 受付件数(件) 

特別児童扶養手当 ２ 

特別障害者手当 １ 

障害児福祉手当 １ 

重度心身障がい児扶養手当 ３ 

特定疾患者介護手当 １５ 

 

９ 保育所 

保育所は、児童福祉法に基づき保育に欠ける乳幼児を保育することを目的とする児童

福祉施設であり、保護者の就労、疾病等の事由により、家庭において充分児童を保育す

ることができない場合、保護者に代わり一般家庭と同様に保育することにより、その心

身の健全な発達・育成を図った。 

また、子どもを取り巻く社会環境の変化に対応し、地域における子育て支援のため、

乳幼児などの保育に関する相談や助言等を行った。 

(1) 保育所入所状況 

ア 児童定員・異動状況                      （単位:人） 

区分 保育園名 定 員
22年4月1日

入所児童数

途中入所

児 童 数
退所児童数 

23年3月1日

入所児童数

三鴨保育園 45 28 7 3 32 

赤麻保育園 45 28 3 2 29 

部屋保育園 60 48 3 2 49 

公 

立 

藤岡保育園 60 47 5 1 51 

計 210 151 18 8 161 
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イ 階層別児童数               （平成23年3月1日現在 単位:人） 

区分 保育園名 1階層 2階層 3階層 4階層 5階層 6階層 7階層 8階層 9階層 計 

三鴨保育園 0 6 1 6 8 6 3 2 0 32 

赤麻保育園 0 8 2 4 10 2 0 3 0 29 

部屋保育園 0 8 13 13 6 3 2 3 1 49 

公 

立 

藤岡保育園 0 6 7 20 8 3 2 5 0 51 

合計 0 28 23 43 32 14 7 13 1 161 

※ 階層：所得税・市民税の合計により算定する保育料の区分 

ウ 年齢別児童数              （平成23年3月1日現在 単位：人） 

区分 保 育 園 名 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳以上 計 

三鴨保育園 4 3 6 4 15 32

赤麻保育園 3 2 5 8 11 29

部屋保育園 2 2 5 11 29 49

公 

 

立 
藤岡保育園 3 5 6 17 20 51

合 計 12 12 22 40 75 161

(2) 施設運営全般 

施設運営上の目標 

    ・幼児の心身の発達を助長するために、特に安定感のある物的及び人的環境の整備 

   ・幼児と保育士等職員が相互に関わり合う場合に必要な空間としての環境と設備の

有効利用 

   ・保育内容の充実と技術の向上 

   ・安全対策と保護者との対応 

・地域における子育て支援 

(3) 保健管理 

    ア 健康診断の実施状況 

区  分 回数(回) 実 施 月 結 果 と 措 置 

健康診断 ２ ９月・ ２月 結果については、保護者連絡 

歯科検診 ２ ６月・１１月 結果については、保護者連絡 

イ 検便等の実施状況 

区 分 回数(回) 実 施 日 結 果 と 措 置 

寄生虫卵 ２ ６月24日・11月25日  結果については、保護者連絡 

検尿検査 ２ ６月24日・11月25日  要精検児は、保護者連絡 

ウ 健康状態の観察及び個別検査の状況 

(ｱ) 観 察 

     朝、出席受付の際子どもの状態を観察、保護者から家庭での状況を聴取して対応 

(ｲ) 個別検査 

     保育中の発熱、けがなどを随時確認し、保護者に連絡の上、処置 

(ｳ) 伝染病の発生と管理 
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     ・発生件数   なし 

      流行性疾病の場合は、登園停止として、医師の診断により対応 

(4) 児童保育の内容 

   ア 保育目標 

    ・心身ともに健康なこども 

    ・自分で考えて行動するこども 

    ・喜んで話したり聞いたりするこども 

    ・人とのかかわり合いの中で相手を思いやるこども 

    ・豊かな感性をもつこども 

    ・地域の中で育つこども 

イ 保育内容の構成と指導計画 

    保育目標に基づき年間計画、月案、週案、日案の計画を立てる。 

ウ 年間行事実施状況 

区 分 社会的行事に合わせた行事 主  な  行  事 

  ４月    入園式 

  ５月  こどもの日、母の日    園外保育 

  ６月  歯の衛生週間、父の日、時の記念日   園外保育 

  ７月  七夕祭り               納涼祭、プール開き 

  ８月  お盆    

  ９月  防災の日、敬老の日、秋分の日     運動会（藤岡・三鴨） 

  10月  体育の日 
 運動会（赤麻・部屋）、いもほり、

ふくしまつり、園外保育、親子旅行

  11月  文化の日、勤労感謝の日        マラソン大会、老人スポーツ大会 

  12月  師走                 もちつき大会、クリスマス会 

  １月  お正月                正月集会 

  ２月  節分(まめまき)  なわとび大会、お別れ遠足 

  ３月  ひなまつり              お別れ会、卒園式 

※ その他、２か月に１回誕生児の誕生会を催す。 

エ 一時保育の状況 

実施保育園名 延べ利用者数(人) 

三鴨保育園     １０ 

オ 低年齢児保育（０、１、２歳児）（平成２２年３月１日現在・単位:人） 

区分 保 育 園 名 ０歳 １歳 ２歳 計 

三鴨保育園 ４ ３ ６ １３ 

赤麻保育園 ３ ２ ５ １０ 

部屋保育園 ２ ２ ５ ９ 

公 

 

立 
藤岡保育園 ３ ５ ６ １４ 

合 計 １２ １２ ２２ ４６ 
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カ 保護者との連携 

    ・保育参観 

・送迎時の連絡 

・子育て等相談 

(5) 防災対策の状況 

ア 設備、遊具等の整備点検  

イ 避難訓練 

ウ 安全のための実施訓練 

    事故、災害防止及び交通安全訓練等を定期的に実施 

(6) 給食実施状況 

ア 予定献立の作成 

    副食は給食センターの栄養士が献立を作成する。 

    おやつは副食の献立を元に保育園で作成する。 

イ 給食構成 

     ・乳児－副食、おやつ 

    ・幼児－副食、おやつ 

ウ １日当たり平均栄養摂取量状況（1日当たりの平均栄養摂取量 副食＋おやつ） 

ビ タ ミ ン 栄養素等

保育園名 

ｶﾛﾘｰ 

(kcal) 

た ん 白質

(g) 

脂肪

(g)

ｶﾙｼｳﾑ

(mg)

鉄分

(mg)
Ａ 

(μgRE)
Ｂ1 
(㎎)

Ｂ2 
(㎎) 

Ｃ 
(㎎) 

食 塩 相当 量

(g)

 藤岡町内４保育園 392 17.7 14.1 268 2.1  206 0.26 0.45 31 1.9

  ３歳未満児（主食及び副食＋おやつ） 

栄養給与目標 510 20.2 11-17 230 2.7 130 0.25 0.28 20 

  ３歳以上児（副食＋おやつ） 

栄養給与目標 400 19.0 13-20 270 2.2 130 0.30 0.35  20 

エ おやつについて 

・週１回―手作りおやつ・給食センターからのおやつ。 

・週３回―せんべい、クッキー等の市販品。 

(7) 特別保育科目設定実施事業 

ア 世代間交流事業 

    高齢者福祉施設等への訪問や、季節的行事・伝承遊びに地域の高齢者等を招待し、

世代間のふれあいを行った。 

実施保育園 実施回数(回)

藤岡保育園 １ 

赤麻保育園 ２ 

三鴨保育園 ３ 

部屋保育園 ２ 

  合計 ８ 
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イ 異年齢児交流事業 

    入園前の乳幼児とその保護者を対象に、保育園児との交流を通し、遊びの楽しさ

や育児についてお互いに学びあえる場を設けた。 

実施保育園 実施回数(回)

藤岡保育園 ５ 

赤麻保育園 １ 

三鴨保育園 ２ 

部屋保育園 １ 

  合計 ９ 

ウ 子育て・仕事両立支援 

    乳幼児をもつ保護者等に対して育児に関する情報提供等を通知で行った。 

 

 


